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平成27年(2015年)

［2面］介護保険サービスの利用者負担が1割から2割に変更 ［3面］羽田空港

の出発機が北風時に荒川上空を経路とする検討案 国の説明会を実施

今号の
主な内容

江東湾岸エリアの
まちづくり効果を区内全域に
江東湾岸エリアのまちづくりの効果を区内全域に広

げていくため、「地下鉄8号線(豊洲〜住吉間)の延伸」や、

「水上交通ネットワーク」、「路線バスの充実」の強化等

を行います。これにより、本区内の回遊性を向上させ

るとともに、適切な土地利用や必要な都市機能を導入

して、バランスのとれたまちづくりを推進します。

2020年の東京オリンピック・パラリンピック

では、江東区に多くの競技場が配置され、競技

場周辺の開発はますます加速していきます。こ

れを一極性・一過性のもので終わらせることな

く、大会終了後も江東区が持続的に発展してい

くため、本計画を策定しました。策定にあたっ

ては、昨年度行った「聞かせて！あなたのオリ

ンピック・パラリンピック」での、1200人を超え

る多くの区民の皆さんから頂いたご意見やアイ

デアも参考にしています。今後は、本計画をも

とに、区として特に推進すべき施策の検討や関

係機関等への要望を行っていきます ▢問 まちづ
くり推進課まちづくり担当☎3647-9714

本計画は、競技場が集中する江東湾岸

エリアの目指すべき都市像を「国際スポ

ーツ都市」、「先進防災都市」、「国際観光

都市」として掲げました。また、同エリ

アでは3つのゾーンと目標を設定し、ま

ちづくりの考え方として「10の視点」と

オリンピック・パラリンピックによってもたらされ

るレガシーを後世に残し、未来へ引き継いでいくため

には、国や都、事業者と連携しながらまちづくりを進

めることが重要です。そこで、「地下鉄8号線(豊洲〜

住吉間)の延伸」や「水上交通ネットワークの強化」など

計14項目の提案を東京都等に要望していきます。大会

を成功に導き、開催

後も力強く発展して

いくためのレガシー

を生み出しながら、

世界から注目される

魅力ある江東区を目

指します。
◀競技場と公園を連携させた
オリンピックパークの整備

▲水上交通ネットワークの
強化

〈注〉 で示した施設はIOC理〈注〉 で示した施設はIOC理
事会が会場計画を了承してい事会が会場計画を了承してい
ます。今後、配置や内容等にます。今後、配置や内容等に
変更が生じる場合があります。変更が生じる場合があります。

「方針」をまとめ、区民からの声や学識経

験者の意見など、自由な発想をもとに考

えられた「実施案」も例示しています。こ

れらの実現により得られるまちづくりの

効果を深川・城東エリアにも波及させる

ことを目的としています。

(イメージ)(イメージ)

(イメージ)(イメージ)

7／30(木)、8／3(月)・4(火)・5(水)・7(金)
証明書自動交付機を一部休止(詳細6面)
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こうとう区報では、本文の文字に見やすく読み間違えにくいユニバーサルデザインフォントを採用しています。

(注)非開示のA欄は、実施機関が対象文書を保有していないこと(文書不存在)以外の
事由による非開示、および存否応答拒否の件数。
非開示のB欄は、文書不存在による非開示件数。

平成26年度情報公開個人情報保護制度の実施状況 平成27年3月31日現在
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開示可否の決定件数
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非開示
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情
報
公
開
制
度

情
報
公
開
制
度
は
︑
区
が
保
有
す

る
行
政
情
報
の
内
容
を
具
体
的
に
明

ら
か
に
す
る
こ
と
で
︑
皆
さ
ん
へ
の

説
明
責
任
を
果
た
し
︑
公
正
で
開
か

れ
た
区
政
運
営
を
保
障
し
て
い
く
た

め
の
制
度
で
︑
次
の
�
つ
の
制
度
が

あ
り
ま
す
︒

○
開
示
請
求
制
度

江
東
区
情
報
公
開
条
例
に
基
づ
く

開
示
請
求
権
に
対
す
る
義
務
的
な

も
の

○
情
報
提
供
制
度

条
例
上
の
請
求
と
は
異
な
り
︑
申

出
を
受
け
て
区
が
任
意
に
情
報
を

提
供
す
る
も
の

○
情
報
公
表
制
度

請
求
や
申
出
を
前
提
と
せ
ず
に
区

が
義
務
的
に
情
報
を
公
表
す
る
も

の
情
報
公
開
の
実
施
状
況

平
成

年
度
の
公
文
書
の
開
示
請

26

求
︵
申
出
︶
件
数
は
︑
延
べ
�
︑
�
�

�
件
で
し
た
︒
こ
の
う
ち
開
示
請
求

︵
義
務
的
開
示
︶
に
よ
る
も
の
が
�

�
�
件
︑
残
り
�
︑
�
�
�
件
は
情

報
提
供
申
出
︵
任
意
的
公
開
︶
に
よ

る
も
の
で
す
︒

開
示
請
求
︵
義
務
的
開
示
︶
の
実

施
機
関
別
内
訳
は
︑
区
長
の
事
務
に

関
す
る
も
の
が
�
�
�
件
で
︑
そ
の

う
ち
都
市
整
備
部
ま
た
は
土
木
部
が

保
有
す
る
土
木
・
建
設
関
係
文
書
に

つ
い
て
開
示
を
求
め
る
も
の
が
計
�

�
�
件
と
最
も
多
く
な
っ
て
い
ま
す
︒

そ
の
他
の
実
施
機
関
別
内
訳
は
︑

教
育
委
員
会
が

件
︑
区
議
会
が

24

13

件
︑
選
挙
管
理
委
員
会
が
	
件
︑
監

査
委
員
が
	
件
で
し
た
︒

情
報
提
供
申
出
︵
任
意
的
公
開
︶

の
主
な
も
の
と
し
て
は
︑
都
市
整
備

部
が
保
有
す
る
建
築
計
画
概
要
書
︑

都
市
計
画
決
定
図
書
の
関
係
文
書
等

が
�
︑
�
�


件
︑
保
健
所
の
保
有

す
る
食
品
衛
生
等
の
関
係
文
書
等
が

�
�
�
件
で
し
た
︒

個
人
情
報
保
護
制
度

個
人
情
報
保
護
制
度
は
︑
区
民
の

皆
さ
ん
に
︑
区
が
保
有
す
る
自
分
の

情
報
の
開
示
︑
訂
正
︑
削
除
お
よ
び

利
用
停
止
を
請
求
す
る
権
利
を
保
障

し
︑
一
方
︑
区
に
は
︑
個
人
情
報
を

適
正
に
取
り
扱
う
た
め
︑
次
の
よ
う

な
ル
ー
ル
を
義
務
付
け
る
も
の
で
す
︒

○
利
用
目
的
を
明
確
に
し
た
個
人
情

報
の
適
正
な
収
集

○
個
人
情
報
の
漏
え
い
︑
改
ざ
ん
︑

滅
失
そ
の
他
の
事
故
防
止
の
た
め

の
必
要
な
措
置

○
目
的
外
利
用
や
外
部
提
供
の
原
則

禁
止

○
個
人
情
報
に
関
す
る
業
務
登
録
と

フ
ァ
イ
ル
登
録

○
個
人
情
報
に
係
る
業
務
処
理
を
外

部
へ
委
託
す
る
場
合
等
の
外
部
委

員
に
よ
る
意
見
聴
取

○
職
員
や
受
託
業
務
従
事
者
等
へ
の

罰
則
適
用

自
己
情
報
開
示
等
請
求
の

実
施
状
況

自
己
情
報
の
開
示
請
求
件
数
は
�

	
�
件
あ
り
︑
主
な
も
の
は
︑
福
祉

部
の
保
有
す
る
介
護
保
険
認
定
関
係

書
類
等
が

件
︑
そ
の
他
区
民
部
が

46

保
有
す
る
印
鑑
登
録
︑
住
民
票
︑
戸

籍
︑
税
証
明
関
係
書
類
等
が

件
で

58

し
た
︒

自
己
情
報
の
訂
正
請
求
件
数
は
�

件
あ
り
ま
し
た
︒

自
己
情
報
の
削
除
お
よ
び
利
用
停

止
の
請
求
は
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
︒

情
報
公
開
コ
ー
ナ
ー

こ
れ
ら
の
請
求
・
決
定
状
況
の
詳

細
は
︑
区
役
所
	
階
こ
う
と
う
情
報

ス
テ
ー
シ
ョ
ン
内
﹁
情
報
公
開
コ
ー

ナ
ー
﹂
で
閲
覧
で
き
ま
す
︒
同
コ
ー

ナ
ー
で
は
︑
区
の
長
期
計
画
そ
の
他

重
要
な
基
本
計
画
︑
予
算
書
︑
決
算

書
︑
区
議
会
本
会
議
録
︑
入
札
経
過

調
書
等
の
区
政
資
料
が
閲
覧
で
き
る

ほ
か
︑
複
写
機
︵
有
料
︶
と
閲
覧
用

の
パ
ソ
コ
ン
︵
無
料
︶
を
設
置
し
て

い
ま
す
︒

情
報
公
開
・

個
人
情
報
保
護
窓
口

各
制
度
の
利
用
請
求
の
受
付
は
︑

情
報
公
開
個
人
情
報
保
護
窓
口
の
ほ

か
︑
各
課
で
も
行
っ
て
い
ま
す
︒
お

気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
︒

▢問
広
報
広
聴
課
情
報
公
開
個
人
情

報
保
護
担
当☎

(
�
�
�


)
�
�
	
	

こ
れ
か
ら
の
超
高
齢
社
会
に
向
け

て
︑
介
護
人
材
の
確
保
が
求
め
ら
れ

て
い
ま
す
︒
そ
こ
で
︑
今
後
︑
介
護

業
界
で
働
く
こ
と
を
検
討
し
て
い
る

が
︑
介
護
業
界
で
の
就
労
経
験
が
な

い
方
等
を
対
象
に
︑
介
護
業
界
の
将

来
性
︑
求
め
ら
れ
る
人
材
像
に
つ
い

て
の
講
義
や
︑
介
護
技
術
の
体
験
︑

介
護
現
場
の
見
学
等
を
通
し
て
︑
介

護
の
や
り
が
い
や
楽
し
さ
を
学
ぶ
研

修
を
実
施
し
ま
す
︒

修
了
後
は
︑
介
護
事
業
所
へ
の
就

労
サ
ポ
ー
ト
や
︑
介
護
関
連
資
格
取

得
研
修
の
案
内
等
を
行
い
ま
す
︒
介

護
の
仕
事
に
興
味
や
関
心
の
あ
る
方
︑

ぜ
ひ
一
歩
を
踏
み
出
し
て
み
ま
せ
ん

か
︒▢時

�
月

日
︵
土
)
・

日
︵
日
︶
︑

29

30

�
月
�
日
︵
土
)・
�
日
︵
日
︶
午
前

時
～
午
後
�

時
︵
全
�

回
︶
▢場

10�
月

日
︑
�
月
�
日
は
高
齢
者
総

29

合
福
祉
セ
ン
タ
ー
第
�
研
修
室
︵
東

陽
�
︱

	
︱

︶
︑
�
月

日
︑
�
月

17

30

�
日
は
︵
株
︶
日
本
教
育
ク
リ
エ
イ

ト
三
幸
福
祉
カ
レ
ッ
ジ
錦
糸
町
教
室

︵
墨
田
区
錦
糸
	
︱

�
︱

︶
▢人
介

11

護
事
業
所
へ
の
就
業
に
興
味
や
関
心

の
あ
る
方

人
︵
申
込
順
︶
▢費
無

20

料
︵
見
学
施
設
ま
で
の
交
通
費
は
自

己
負
担
︶
▢内
介
護
の
基
礎
知
識

︵
介
護
保
険
の
し
く
み
等
︶
︑
基
礎
介

護
技
術
の
デ
モ
ン
ス
ト
レ
ー
シ
ョ
ン

︵
移
動
介
助
等
︶
︑
施
設
見
学
会
︑
介

護
職
員
に
よ
る
講
話
︑
キ
ャ
リ
ア
コ

ン
サ
ル
タ
ン
ト
に
よ
る
個
別
相
談

▢締
�
月

日
︵
金
︶
午
後
�
時
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▢申


月

日
︵
月
︶
午
前
�
時
か

27

ら
電
話
で
︵
株
︶
日
本
教
育
ク
リ
エ

イ
ト
三
幸
福
祉
カ
レ
ッ
ジ
へ

☎
(
�
�
�
�
)
	
�
�
�

▢問
福
祉
課
指
導
担
当

☎
(
�
�
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)
�
�
�
�
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(
�
�
�


)
�
�
�
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こ
れ
ま
で
介
護
保
険
サ
ー
ビ
ス
の

利
用
者
負
担
割
合
は
一
律
�
割
で
し

た
が
︑
�
月
か
ら
は
︑
所
得
が
一
定

以
上
あ
る

歳
以
上
の
方
の
利
用
者

65

負
担
は
	
割
に
変
更
と
な
り
ま
す
︒

利
用
者
負
担
が
	
割
と
な
る
の
は
︑

一
定
以
上
の
所
得
︵
本
人
の
合
計
所

得
金
額
が
�
�
�
万
円
以
上
で
︑
年

金
収
入
＋
そ
の
他
の
合
計
所
得
金
額

が
単
身
世
帯
で
	
�
�
万
円
以
上
︑

	

人
以
上
世
帯
で
�

�

�

万
円
以

上
︶
が
あ
る
方
で
す
︒
※
高
額
介
護

サ
ー
ビ
ス
費
の
支
給
に
よ
る
負
担
の

上
限
が
あ
る
た
め
︑
	
割
負
担
の
対

象
者
す
べ
て
が
	
倍
の
負
担
に
な
る

わ
け
で
は
あ
り
ま
せ
ん
︒

要
支
援
・
要
介
護
認
定
を
受
け
て

い
る
方
に
負
担
割
合
証
を
発
送

要
支
援
・
要
介
護
認
定
を
受
け
て

い
る
方
全
員
に
︑
ご
自
身
の
負
担
割

合
が
何
割
か
を
示
し
た
﹁
負
担
割
合

証
﹂
を


月

日
︵
火
︶
に
お
送
り

21

し
ま
す
︒

▢問
介
護
保
険
課
資
格
保
険
料
係

☎
(
�
�
�


)
�
�
�
�

介
護
保
険
課
給
付
係

☎
(
�
�
�


)
�
�
�
�

※1 「合計所得金額」とは、収入金額から必要経費を控除した金額のことで、扶養控
除や医療費控除などの所得控除をする前の金額です。また、土地建物等の譲渡所得
がある場合には特別控除前の金額、繰越損失がある場合には繰越控除前の金額をい
います。
※2 「その他の合計所得金額」とは、合計所得金額から公的年金所得を除いた額です。
★「第1号被保険者」とは、65歳以上の方です。40歳以上64歳以下の医療保険加入者は、
第2号被保険者になります。第2号被保険者の負担割合は一律に1割負担です。
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凡

例

▢時
日
時

▢場
場
所

▢集
集
合

▢人
対
象
・
定
員

▢費
費
用

▢内
内
容

▢師
講
師

▢保
一
時
保
育

▢締
締
切
日

▢申
申
込

▢問
問
合
先

▢
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

▢ｅ
Ｅ
メ
ー
ル

HP

自転車に乗るときはルールを守って安全な運転を心がけてください。傘差し運転や、運転中の携帯電話使用は禁止されています。

現
在
︑
国
は
︑
東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ

ク
・
パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
の
円
滑
な
開

催
や
︑
首
都
圏
の
国
際
競
争
力
強
化

等
の
観
点
か
ら
︑
羽
田
空
港
に
お
け

る
航
空
機
の
発
着
回
数
を
増
や
す
た

め
の
検
討
を
行
っ
て
い
ま
す
︒
こ
の

検
討
の
中
で
︑
昼
間
の
北
風
時
の
出

発
機
に
関
し
て
︑
荒
川
河
口
付
近
か

ら
荒
川
上
空
を
飛
行
す
る
新
飛
行
経

路
案
が
示
さ
れ
て
お
り
︑
本
区
に
お

い
て
は
︑
城
東
地
区
の
一
部
地
域
で

航
空
機
騒
音
等
の
発
生
が
懸
念
さ
れ

ま
す
︒

国
で
は
検
討
に
当
た
っ
て
は
︑

﹁
双
方
向
の
対
話
を
通
じ
︑
住
民
の

多
様
な
意
向
を
き
め
細
か
く
聴
い
た

上
で
︑
よ
り
環
境
影
響
に
配
慮
し
た

方
策
を
模
索
す
る
﹂
と
し
て
お
り
︑

騒
音
影
響
の
考
え
ら
れ
る
自
治
体
で

順
次
︑
説
明
会
︵
オ
ー
プ
ン
ハ
ウ
ス

型
※
︶
を
開
催
し
ま
す
︒

▢時
�
月
�
日
︵
木
︶
・
�
日
︵
金
︶

正
午
～
午
後
�
時
︑
�
日
︵
土
︶
午

前

時
～
午
後
�
時

▢場
南
砂
区
民

10
館
�
階
︵
南
砂
�
︱

�
︱

�
︶

※
開
催
期
間
中
は
い
つ
で
も
参
加
で

き
︑
展
示
さ
れ
た
説
明
パ
ネ
ル
を
自

由
に
閲
覧
で
き
ま
す
︒
不
明
な
点
は

そ
の
場
で
国
の
担
当
者
へ
直
接
聞
く

こ
と
が
で
き
ま
す
︒

詳
細
は
国
土
交
通
省
の
ホ
ー
ム
ペ

ー
ジ
﹁
羽
田
空
港
の
こ
れ
か
ら
﹂

︵

▢
h
ttp
:/
/
w
w
w
.m
lit.g
o
.jp
/

HP
k
o
k
u
/
h
a
n
e
d
a
/︶
ま
た
は
︑
区
ホ

ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
︒

▢問
環
境
保
全
課
指
導
係

☎
(
�
�
�
�
)
�
�
�
�

地
方
税
法
の
一
部
改
正
等
に
伴
い
︑

﹁
江
東
区
特
別
区
税
条
例
﹂
等
の
一

部
を
改
正
し
ま
し
た
︒

﹇
住
宅
借
入
金
等
特
別
税
額
控
除
の

延
長
﹈

住
民
税
に
お
け
る
住
宅
借
入
金
等

特
別
税
額
控
除
に
つ
い
て
︑
そ
の
対

象
期
限
と
な
る
家
屋
の
居
住
年
を
平

成

年
ま
で
延
長
し
ま
す
︒

31

﹇
寄
附
金
税
額
控
除
の
申
告
手
続
の

簡
素
化
﹈

確
定
申
告
が
不
要
な
給
与
所
得
者

等
が
︑
地
方
団
体
に
対
す
る
寄
附
金

税
額
控
除
を
受
け
よ
う
と
す
る
場
合
︑

確
定
申
告
を
行
わ
ず
に
住
民
税
の
所

得
割
の
額
か
ら
税
額
控
除
を
受
け
ら

れ
る
特
例
措
置
を
設
け
ま
す
︒

﹇
軽
自
動
車
税
の
見
直
し
﹈

平
成

年
度
に
新
規
取
得
し
た
一

27

定
の
環
境
性
能
を
有
す
る
軽
四
輪
車

等
に
つ
い
て
︑
平
成

年
度
の
軽
自

28

動
車
税
に
限
り
︑
そ
の
燃
費
性
能
に

よ
っ
て
︑
税
率
を
軽
減
す
る
特
例
措

置
を
設
け
ま
す
︒

﹇
た
ば
こ
税
︵
旧
�
級
品
︶
の
見
直

し
﹈旧

�
級
品
の
紙
巻
た
ば
こ
に
係
る

特
例
税
率
︵
軽
減
税
率
︶
に
つ
い
て

は
︑
平
成

年
�
月
�
日
か
ら
平
成

28

年
�
月
�
日
ま
で
の
間
︑
段
階
的

31に
税
率
を
引
き
上
げ
る
こ
と
に
よ
っ

て
廃
止
し
ま
す
︒

▢問
課
税
課
税
務
係

☎
(
�
�
�
�
)
�
�
 
�

こ
の
事
業
で
は
︑
未
就
職
の
若
者

を
対
象
に
﹁
ビ
ジ
ネ
ス
基
礎
研
修
﹂

を
実
施
し
︑
求
人
の
あ
る
区
内
中
小

企
業
で
の
﹁
就
業
実
習
﹂
後
に
正
規

社
員
と
し
て
就
職
す
る
こ
と
を
目
指

し
ま
す
︒
マ
ッ
チ
ン
グ
交
流
会
や
面

接
会
を
通
し
︑
よ
り
希
望
に
合
っ
た

就
業
実
習
企
業
を
選
定
で
き
ま
す
︒

研
修
・
実
習
期
間
中
は
︑
区
が
事
業

運
営
を
委
託
す
る
企
業
へ
契
約
社
員

と
し
て
採
用
さ
れ
︑
給
与
が
支
給
さ

れ
ま
す
︵
月
額

万
円
程
度
︶
︒

15

﹇
説
明
会
お
よ
び
面
接
会
﹈

①
�
月
!
日
︵
水
)・

日
︵
水
︶
午

12

前

時
～
②
�
月
�
日
︵
金
)・

日

10

19

︵
水
︶
午
前

時
～
③
�
月

日
︵
火
︶

10

18

午
後
"
時
～

▢場
①
③
産
業
会
館
︵
東
陽
�
︱

!

︱

︶
②
商
工
情
報
セ
ン
タ
ー
︵
亀

18
戸
"
︱

︱

�
カ
メ
リ
ア
プ
ラ
ザ
 

19

階
︶▢人

学
校
教
育
法
で
定
め
る
高
等
学

校
︑
大
学
︑
高
等
専
門
学
校
︑
ま
た

は
専
修
学
校
を
卒
業
し
た
方
で
︑
現

在
正
規
雇
用
さ
れ
て
い
な
い

歳
以

29

下
の
区
民

人
︵
面
接
の
う
え
選
考
︶

20

﹇
研
修
・
就
業
実
習
期
間
﹈

月
～
平

10

成

年
"
月
︵
予
定
︶

28

﹇
委
託
事
業
者
﹈︵
株
︶
パ
ソ
ナ

許
可

番
号
︵
般

︱

�

�

�

�

�

�
)
・

13

︵

︱

ユ
︱

�
�
�
�
�
�
︶

13▢申
�
月

日
︵
金
︶
か
ら
電
話
で

24

こ
う
と
う
若
者
就
職
応
援
事
務
局

☎
(
�
�
�
�
)
�
�
"
�

▢問
経
済
課
雇
用
推
進
担
当

☎
(
�
�
�
�
)
�
!
�
�

区
で
は
︑
パ
ー
ト
タ
イ
ム
就
労
に

か
か
る
合
同
面
接
会
を
ハ
ロ
ー
ワ
ー

ク
木
場
と
共
催
し
ま
す
︒
大
島
地
区

を
中
心
に
就
業
場
所
が
あ
る
企
業
�

社
程
度
が
参
加
し
︑
そ
の
企
業
の
担

当
者
と
︑
直
接
面
接
が
で
き
ま
す
︒

▢時
�
月
�
日
︵
火
︶
午
後
�
時
半

～
�

時
半
︵
受
付
時
間
︶
▢場
総
合

区
民
セ
ン
タ
ー
�
階
サ
ブ
レ
ク
ホ
ー

ル
︵
大
島
�
︱

!
︱

�
︶
▢人
パ
ー

ト
タ
イ
ム
就
労
を
希
望
す
る
方

▢費

無
料

▢内
事
務
・
軽
作
業
・
販
売
・

清
掃
等
︑
求
人
の
あ
る
企
業
に
よ
る

パ
ー
ト
就
職
面
接
会
﹇
持
ち
物
﹈履
歴

書
︵
写
真
貼
付
︶
※
面
接
は
複
数
受

け
ら
れ
ま
す
の
で
面
接
を
希
望
す
る

社
数
分
ご
用
意
く
だ
さ
い
︵
コ
ピ
ー

可
︶
︒

▢申
当
日
直
接
会
場
へ

▢問
経
済
課
雇
用
推
進
担
当

☎
(
�
�
�
�
)
�
!
�
�

﹇
求
人
企
業
に
関
す
る
こ
と
﹈ハ
ロ
ー

ワ
ー
ク
木
場
事
業
所
第
一
部
門

☎
(
�
�
�
�
)
�
�
�
!

※
求
人
企
業
は
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
木
場

の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
︵

▢
h
ttp
:/
/

HP

to
k
y
o
-h
e
llo
w
o
rk
.js
ite
.m
h
lw
.

g
o
.jp
/
lis
t/
k
ib
a
.h
tm
l︶
で
紹
介

し
ま
す
︒

認
知
症
の
方
や
そ
の
家
族
︑
地
域

住
民
等
の
誰
も
が
気
軽
に
参
加
で
き

る
認
知
症
カ
フ
ェ
を
設
置
す
る
団
体

ま
た
は
個
人
に
対
し
て
︑
運
営
費
の

一
部
を
助
成
し
ま
す
︒

﹇
対
象
事
業
﹈次
の
す
べ
て
に
あ
て
は

ま
る
事
業

〇
広
く
区
民
を
対
象
と
し
て
い
る

〇
�
回
の
開
催
時
間
が
"
時
間
以
上

〇
専
門
職
に
よ
る
相
談
機
能
を
有
し

て
い
る

〇
利
用
料
は
無
料
︵
飲
食
代
︑
材
料

代
等
の
実
費
負
担
は
除
く
︶

〇
利
用
者
に
営
業
活
動
は
行
わ
な
い

〇
飲
食
提
供
等
で
必
要
な
法
令
手
続

き
を
と
っ
て
い
る

※
助
成
金
額
・
対
象
経
費
・
必
要
書

類
等
詳
細
は
お
問
合
せ
く
だ
さ
い
︒

▢申
高
齢
者
支
援
課
認
知
症
支
援
担

当

☎
(
�
�
�
�
)
�
�
 
�

区
で
は
︑
特
別
区
民
税
・
都
民
税

の
納
付
が
困
難
な
方
を
対
象
に
︑
平

日
夜
間
電
話
相
談
を
行
い
ま
す
︒

日
中
の
来
庁
や
電
話
が
困
難
な
場

合
に
は
︑
こ
ち
ら
を
ご
利
用
く
だ
さ

い
︒税

を
未
納
の
ま
ま
に
し
て
お
く
と
︑

延
滞
金
が
加
算
さ
れ
る
ば
か
り
で
な

く
︑
財
産
の
差
押
処
分
を
受
け
る
こ

と
に
も
な
り
ま
す
︒
納
付
が
困
難
な

場
合
は
︑
ぜ
ひ
こ
の
機
会
に
ご
相
談

く
だ
さ
い
︒

▢時
�
月

日
︵
金
︶
・

日
︵
月
︶

24

27

～

日
︵
水
︶
午
後
!
時
～
�
時

29
※
窓
口
は
開
設
し
て
い
ま
せ
ん
︒

▢問
納
税
課
徴
収
係

☎
(
�
�
�
�
)
�
�
!
�

区
で
は
︑
区
内
で
永
年
に
わ
た
り

同
一
の
業
種
に
従
事
し
︑
優
秀
な
技

能
・
技
術
を
有
す
る
方
な
ど
を
対
象

に
表
彰
を
し
て
い
ま
す
︒

表
彰
さ
れ
た
方
は
︑
産
業
会
館
常

設
展
示
場
︵
東
陽
�
︱

!
︱

︶
の

18

優
秀
技
能
者
コ
ー
ナ
ー
に
て
�
年
間

パ
ネ
ル
で
ご
紹
介
し
ま
す
︒

﹇
表
彰
対
象
者
﹈

次
の
要
件
を
満
た
す
方
︒
な
お
︑

職
歴
や
年
齢
に
関
係
な
く
︑
業
種
に

お
け
る
全
国
大
会
な
ど
で
前
年
度
に

優
秀
な
成
績
を
修
め
た
方
を
表
彰
す

る
特
別
表
彰
制
度
も
あ
り
ま
す
︒

〇

歳
以
上
で
同
一
業
種
に

年
以

40

20

上
従
事
し
︑
現
在
も
そ
の
職
に
従

事
し
て
い
る
こ
と

〇
卓
越
し
た
技
能
・
技
術
を
有
し
︑

後
進
の
指
導
育
成
を
積
極
的
に
行

っ
て
い
る
こ
と

﹇
表
彰
対
象
業
種
﹈

お
お
む
ね
す
べ
て
の
業
種
を
対
象

﹇
表
彰
者
の
決
定
﹈

審
査
委
員
会
に
諮
り
決
定

﹇
表
彰
式
﹈

平
成

年
�
月

日
︵
木
︶

28

28

▢締
�
月

日
︵
月
︶
必
着

31

﹇
推
薦
方
法
﹈

職
種
団
体
ま
た
は
同
業
者
!
人
の

連
名
に
よ
る
推
薦
が
必
要
で
す
︒
経

済
課
︵
区
役
所
�
階

番
︶
に
あ
る

29

所
定
の
推
薦
調
書
︵
区
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
か
ら
も
入
手
可
︶
に
記
入
し
︑
〒

︱

区
役
所
経
済
課
産
業
振
興
係

135

8383

へ
郵
送
ま
た
は
窓
口
へ

☎
(
�
�
�
�
)
"
�
�
"

℻
(
�
�
�
�
)
�
�
�
"
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